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物体の位置や距離を測る技術であるレーダーは，対象に電磁波を照射し、その反射波
を観測している．特に波長の短い電磁波である光を用いることで，高感度な位置測定を
行うことができる．近年では，さらに光共振器を組み合わせた共振器オプトメカニクス
と呼ばれる系 [1]の研究が進み，物体の振動の量子ノイズや重力波の検出のような究極
的な実験が行われるようになってきた．ここまで測定感度が上がると，ハイゼンベルグ
の顕微鏡で考えられているような，物体の変位測定の反作用にまで考慮する必要があり，
測定感度と反作用が釣り合う量子標準限界に近い感度での測定がなされるようになって
きた．　我々は近年，物体の変位をさらに高感度に測定する技術として超伝導量子回路
を用いる方法を提案・実現した [2]．超伝導回路の非線形な応答を利用することで，共振
器オプトメカニクス系を電気回路で構成した．この系は，これまで実現してきた共振器
オプトメカニクス系を上回る性能を発揮し，測定のために入射する単一光子レベルの微
弱電磁波の反作用までが影響するほど高い感度を実現している．
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